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２月定例会議での 議 案 審 議
【開催期間】　２月１８日～３月２４日（３５日間）
【市長提出議案】 令和7年度補正予算 ６件
 令和8年度当初予算 １２件
 条例制定 ２件
 条例改正 １７件
 条例廃止 １件
 財産の取得 １件
 和解 １件
 市道認定 １件
 人事関係 １件
【請願】  ２件

●議案等の審議 ............ 2～8ページ

●一般質問 ................ 9～13ページ

●ギカイレポート ..... 14～15ページ

●所沢から輝け!! ............. 16ページ

《予算常任委員会の視点》
令和8年度所沢市一般会計予算（議案第7号）  ⇒挙手少数で否決すべきもの 
○小中学校修学旅行費補助事業
　「約3億円規模の事業であり、恒久的な財政負担となることには慎重な検討が必要である」
○ところバス・ところワゴン高齢者無料化事業（高齢者活動助成）
　「市民からは運行数の増便やルートの改善などに強い要望があるため、そのニーズに応えるのが先ではないか」
○所沢市役所旧庁舎等跡地利活用検討事業
　「広く市民の声に丁寧に耳を傾けながら、十分な議論を重ねることが重要である」

令和8年度所沢市病院事業会計予算（議案第16号）  ⇒挙手少数で否決すべきもの 
　「当初約48億円だった事業費が総額110億円と大幅に増大する予算が示された。これを借り入れた場合、
将来世代に大きな負担を強いるものと言わざるを得ない。市民医療の確保を前提としつつ、財政規律との均衡
を図るべきだ」

C
O
N
T
E
N
T
S

新年度
当初予算案

否
決

予算可決 までの 流れ 令和8年度所沢市 一般会計予算 ・ 病院事業会計予算

2/18 2/25 2/26 3/2～3/5 3/16 3/242/27

本会議 本会議 本会議 本会議予算常任委員会

・予算の
　提案理由の説明

・議案質疑
・委員会付託

・委員会審査では
　　否決すべきもの
　と決しました。

・常任委員長報告
・討論
・採決⇒否決

・新予算の提案理由の説明
・議案質疑
・討論
・採決⇒原案可決

　令和8年度所沢市一般会計予算（議案第7号）、令和8年度所沢市病院事業会計
予算（議案第16号）は、本会議で議案質疑を行った後、2月27日、3月2日から5日
までの5日間をかけて予算常任委員会で集中審査を行いました。

　3月16日の本会議で、採決の結果、議案第7号、議案第16号ともに否決となりました。　　
　その後、議会の結果を踏まえ、小中学校修学旅行費補助事業、ところバス・ところワゴン高齢者無料化事業（高
齢者活動助成）、所沢市役所旧庁舎等跡地利活用検討事業に伴う予算を計上しない令和8年度所沢市一般会計予算
（議案第42号）、市民医療センター再整備の修正に伴い減額した令和8年度所沢市病院事業会計予算（議案第43号）
が市長から提出され、ともに原案可決となりました。
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議会 で 反対 の声が上がった4 事業をP ICK  UPP ICK  UP

01 小中学校修学旅行費補助事業 議案第7号 令和8年度所沢市一般会計予算

保護者が負担する修学旅行費を補助することにより、子育て世帯の経済的な負担軽減を図る。

市立小学校6年生の児童、市立中学校2年
生又は3年生の生徒が在籍している世帯の
保護者が負担する修学旅行費

教育委員会に対して修学旅行費の補助の要望等はなかったが、物価高騰などもあり、修学旅行費を含む教育
費に対する保護者の負担軽減を望む声は日頃からいただいている。

修学旅行費の補助だが、保護者・学校・PTA等からどの程度の要望があったのか。

対象 見込数 約5,400人

ギカイの視点

小学生
3万5，000円

中学生
7万5，000円

補助上限額 　（生徒一人あたり）

問

答

義務教育無償化という理念を実現するために、限られた予算で、どこに充てるべきなのか教育委員会の中で考え、
学校の外での経験や学び等の教育的効果から、修学旅行費の補助に充てるべきではないかという考えに至った。

最も経済的負担の大きいものを解消するというのであれば、修学旅行費に全額充てるのではなく、新入学時の
用品に充てるというような議論はなかったのか。

どうして総合計画に記載されていない修学旅行無料化が先に実施され、総合計画に記載
されているこどもの居場所づくりが後回しにされるのか。既に約10%の生活困窮世帯の
方々に対して修学旅行代金が援助されている。対象者数が物価高により増えるのであれ
ば理解できるが、限りある財源であるため、福祉も含め本当に困窮されている方々から援
助すべきであると考え、反対する。

物価高騰が家計を圧迫する中で、全てのこどもたちに等しく豊かな体験を保障する、義務
教育の無償化に向けた取組の一歩である。また、中間層や共働き世帯が本市に住む呼び水
としての意味もある。子育て現役世代の定住が促進されれば納税も増加する。行く行くは
上下水道などのインフラ整備更新にもつながり、全市民にとってのメリットにもつなが
るため、賛成する。

行き先や内容により補助額に学校ごとの差がつくのは公平性としてどうなのか。補助額
を一定にして、不足分のみ集金する形態が公平であると考える。また、県立の特別支援学
校に通っている生徒や医療的ケア児のサポートなどは全く対象にしていない点が残念
に感じた。生徒にとって生涯に一度の思い出というのなら、市民であるこうした生徒の
補助もするべきであると考え、反対する。

問

答

3
　  16討

論
立憲リベラルの会

至誠自民クラブ

立憲民主党・
れいわ新選組

おもな

末吉議員 反対

大石議員 反対

賛成 長岡議員
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02 ところバス・ところワゴン高齢者無料化事業
（高齢者活動助成）

議案第7号
令和8年度所沢市一般会計予算

　ところバス・ところワゴンは、高齢の市民にとって重要な移動手段となっていることから、
市内在住の満70歳以上の方の運賃を無料化することで活動の機会を広げ、高齢者の健康維
持・増進を図る。

実施してみなければ分からないが、無料化の実施に伴って一定程度の利用が見込まれることから、満足度の
上昇にはつながるのではないかと考えている。

ところバス・ところワゴンの利用者が、一番課題に思っているのが、便数やルートである。今回の無償化に関
しても、実施されればとてもうれしいという意見はいただいているが、無償化によって満足度が上がると考
えているのか。

ギカイの視点

問

答

03 所沢市役所旧庁舎等跡地
利活用検討事業 議案第7号　令和8年度所沢市一般会計予算

　市の中心部に位置している所沢市役所旧庁舎と旧所沢市文化会館跡地に関し、官民連携による地域活性化に寄与する
利活用の方法について調査、検討を行う。

体育館や防災関係の御要望があることは十分承知しており、令和7年度に実施したサウンディング型市場調
査でも、そういうものがあることを説明した上で進めてきた。今後も、そういった皆さんの声も聞きながら、
合意形成を図っていきたい。

所沢地区には避難場所がないので、芝生の公園や体育館をつくっていただきたいという要望も出ているが、
壊すと同時にこういうものを建てようという考えをすでに持っているのか。

ギカイの視点

問

答

立憲リベラルの会

至誠自民クラブ

至誠自民クラブ

無料化により利用する方が増えた場合、地域公共交通を担っているタクシーやバスなど
の民間事業者の経営に影響がある。また、市民は無料化よりも利便性の向上を求めてい
る。無料化するための予算は利便性向上のために活用すべきと考え、反対する。

将来的に交通弱者の外出機会を確保し、健康寿命の延伸に寄与することが見込まれる。
今後、ルートの改善や市民の要望に応え、さらなる利便性向上に向けていただくことを
望み、賛成する。

公共交通機関の厳しい状況は続いており、市民の貴重な足であるバス・タクシーなどが
撤退・縮小されてから後悔しても遅い。しっかりと事業者と協議し、共存していくことが
必須である。また、本当に自力で動くことが厳しくなる年齢を見極め、年齢設定していく
ことが重要と考え、反対する。

3
　  16討

論

末吉議員 反対

公園の整備を前提にして、一部を民間に利用させるのなら理解できるが、現状では民間
による活用ありきで話が進められているのではないかと危惧している。
解体をして広場として暫定利用しながら跡地活用を検討する新しいまちづくりの手法
を取り入れることを求め、反対する。

3
　  16討

論

大石議員 反対

賛成 長岡議員

大石議員 反対

立憲民主党・
れいわ新選組
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　老朽化が進んでいる現在の市民医療センターを運営しながら
現在地での建替えを行う。
　令和13年度までの6か年の継続事業として、新病院の建設
と現病院の解体並びに駐車場等の外構工事を行う。

04 市民医療センター再整備事業 議案第16号
令和8年度所沢市病院事業会計予算

ギカイの視点

現在、建設資材の高騰や建設作業員の人員不足、働き方改革により、建設費が大幅に上昇しているが、基本計画
に掲載の医療機能については、いずれも市民医療センターに求められており、必要なものと捉えている。

計画を立てた際と社会状況が変わっていると思うが、小児の急患センターにするなど、もう少しダウンサイジ
ング的なことも見据えてはと思うが、改めてどう考えているのか。

現状として、診療は大きく分けて内科と小児科しか行っておらず、経営強化プランの目
標値を下回っている。また、病床利用率は約7割未満にとどまっているということを認
識すべきだ。公立病院は赤字が当たり前という姿勢ではなく、無駄をなくし、経営強化
プランを進めると同時に、真に市民からのニーズに応えられる病院であるべきである。
当初の事業から倍以上に膨れ上がった市民医療センター再整備計画を根本的に見直す必
要があると判断し、反対する。

物価高騰、人手不足、働き方改革などが重なり、医療機関は厳しい経営環境に置かれ、
地域医療の存続そのものが危機に直面している。こうした状況下で地域医療を安定的に
維持するためには、公立病院の存在が不可欠である。また、市の財政力からしても、将
来的見通しは可能であると考える。地域に住む人々が安心して暮らすためには、医療の
確保は自治体の最も重要な責務の一つであることから、賛成する。

新病院の建物は近隣の住宅の距離が近いからか、窓を非常に小さなものにするなど患
者への配慮がなく、無理をあちこちに感じる提案である。民間病院の動向も変わって
きており、医療センターが堅持すべき機能は何かを精査すべき時期である。存在意義
と老朽化については十分理解しているが、市が中核市を目指し、社会状況が刻々と
変わる中で、膨らみ続ける建設費用に対して、市民の財政への不安感があるのも事実
である。いま一度立ち止まって見直すことを願って、反対する。

問

答

3
　  16討

論

末吉議員 反対

島田議員 反対

賛成 花岡議員

医療介護総合確保促進法に基づく埼玉県計画では、西部医療圏の病床は不足することが
指摘されており、少子超高齢化が進展する中、ますます市民病院の役割が増えることが
予測される。また、レディースクリニックや健康診断を実施する近隣の民間病院に対し
ては、より低価格でできるという点ですみ分けができると考える。物価高騰を十分に配
慮し、あらゆる角度からコスト削減を図る実施設計をし、早期に議会へ成果を示すこと
などを求めた上で、賛成する。

賛成 長岡議員

立憲リベラルの会

さきがけ

日本共産党
所沢市議団

立憲民主党・
れいわ新選組
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一言でいうと議案提案までの事業
の設計が甘過ぎる。物価高の今日、
一定の金額は補助があってもよい
とは思っているが、県立の特別支援
学校に通うこどもたちや医療的ケア
児を対象にしていないことは全く理
解できず、悲しくなった。対象にさ
れないこどもたち、そしてその家族
に、当初提案された小中学校修学
旅行費補助事業は本当にすばらし
いと胸を張って言えるのか。

義務教育の無償化の理念をより実
質的に実現する施策である。物価
高騰が続く中、修学旅行費を市が
負担することにより、保護者の経済
的負担の軽減、そして集金業務に
追われる教師の負担軽減にもつな
がる。さらに、経済状況に左右され
ることなく、全ての児童生徒が学校
生活を平等に、不安なく送ることが
できる点は極めて大きな意義がある
ため、反対する。

将来にわたる財政負担、制度設計
の妥当性、事業の優先順位という
観点から、十分な整理と説明が尽
くされているとは言い難いと判断
し、議案第7号には賛成できなかっ
た。追加議案では、当初予算で大
きな懸念が示されていた事業や費
用が削除されたことで、当面必要な
予算執行部分と、慎重な再検討を
要する部分とが切り分けられ、一定
の整理が図られたものと受け止め、
賛成する。

3
　  24

本
会
議 議案第42号 議案第43号 に対する

賛成

日本共産党所沢市議団

花岡議員

反対

公明党

川辺議員

賛成

議案第42号　令和8年度所沢市一般会計予算

当初の見積りに対し、短い時間で
あまりにかけ離れた金額に急騰し
たことに驚いた。生産コストが高く
なり過ぎたトマトのようだ。どんな
においしくても値段が高過ぎるトマ
トにどれだけの需要があるのかと、
改めて疑問を持つため、賛成する。

今後、改めて再整備計画を進める
場合、資材、人件費高騰や企業債
の借入れの際は高金利の貸付けに
なる可能性がある。医療の確保は
自治体の最も重要な責務の一つ
だ。公立病院がその役割を果たし
続けられるよう支援することは、地
域の未来を守ることに直結するた
め、現時点で再整備計画を盛り込
むことを求め、反対する。

市民医療センター再整備の予算が
削除されたが、その背景にあるの
は、約110億円の継続費を議会が
議決責任を果たすに足るだけの積算
根拠、財政見通し、機能と規模の
妥当性、他病院との役割分担、市民
サービスへの影響比較といった説明
が十分でなかったという点である。
今後再提案する際には、より丁寧
な再整備計画が必要であり、どの
ような機能をどのような規模で、な
ぜその仕様にしようとするのか、そ
して、その結果として再整備費をど
のように積み上げたのかを議会と市
民に対して具体的に示すことを強く
求め、賛成する。

議案第43号　令和8年度所沢市病院事業会計予算

所沢市の地域公共交通について、
今求められている最優先の政策で
はない。

免許返納者が今後増えていく中、高
齢者の外出機会を増やし、フレイル
予防、介護予防にもつながるもので
あるため、反対する。

討論の様子
は
こちら

新しく市長から提出された

小中学校修学旅行費補助事業

ところバス・ところワゴン高齢者無料化事業

市民医療センター再整備事業

立憲リベラルの会

石本議員

予算計上せず

予算計上せず

予算計上せず
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議案番号 議　案　件　名 付託委員会

予　　算

原案可決

否　　決

否　　決

健康福祉

原案可決

原案可決
総務経済

結　　果

令和8年2月定例会議　審議結果

 議案第 ２ 号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第１０号）
 議案第 ３ 号 令和７年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第２号）
 議案第 ４ 号 令和７年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第３号）
 議案第 ５ 号 令和７年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
 議案第 ６ 号 令和７年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
 議案第 ７ 号 令和８年度所沢市一般会計予算
 議案第 ８ 号 令和８年度所沢市交通災害共済特別会計予算
 議案第 ９ 号 令和８年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計予算
 議案第１０号 令和８年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計予算
 議案第１１号 令和８年度所沢市国民健康保険特別会計予算
 議案第１２号 令和８年度所沢市介護保険特別会計予算
 議案第１３号 令和８年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算
 議案第１４号 令和８年度所沢市水道事業会計予算
 議案第１５号 令和８年度所沢市下水道事業会計予算
 議案第１６号 令和８年度所沢市病院事業会計予算
 議案第１７号 所沢市保健所設計及び建設事業者選定委員会条例制定について
 議案第１８号 所沢市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定について
 
議案第１９号

 所沢市議会の議員及び所沢市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の
  一部を改正する条例制定について
 議案第２０号 所沢市産業振興ビジョン推進会議条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２１号 所沢市行政手続条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２２号 所沢市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２３号 所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２４号 所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２５号 所沢市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例制定について

市長提出議案（42件）

Point
1 令和8年度所沢市一般会計予算 議案第７号と議案第42号のおもな変更点

２９億９，３８９万６，０００円 01 「小中学校修学旅行費補助事業」
△ 3億667万1千円

03 「所沢市役所旧庁舎等跡地利活用検討事業」
△ 1,353万3千円

△ 6,383万円

02 「ところバス・ところワゴン高齢者無料化事業」
（高齢者活動助成）

△ 12万7千円

1,350

1,300

1,250

1,200

1,150

1,100

1,050

1,000

億

議案第7号 議案第42号

議案第16号 議案第43号

Point
2 令和8年度所沢市病院事業会計予算 議案第16号と議案第43号の 変更点

６，３８３万円
04 「市民医療センター再整備事業」

28

26

24

22

20

億

■賛否の分かれた議案等　　　  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

１,３２
１億

  ８,０
００万

円

１,２９
１億８

,６１０
万

　　　
４,００

０円

２７億
４５８

万

   ８,０
００円

２６億
４,０７

５万

   ８,０
００円

令和8年度の事業費

△ 109億7,290万7千円
令和9年度～令和13年度の継続費

継続費とは
大規模な建設事業など、事業の実
施が2会計年度（2か年）以上に
渡ることが確実な場合に、全体の
事業費と、年度ごとの事業費をあ
らかじめ予算で定めたもの。
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第 218 号

赤
川　
洋
二

長
岡　
恵
子

末
吉
美
帆
子

石
本　
亮
三

荻
野　
泰
男

長
谷
川
礼
奈

島
田　
一
隆

青
木　
利
幸

中　
　
毅
志

粕
谷
不
二
夫

松
本　
明
信

矢
作
い
づ
み

花
岡　
健
太

中
井
め
ぐ
み

小
林　
澄
子

斎
藤　
由
紀

秋
田　
　
孝

大
舘　
隆
行

大
石　
健
一

谷
口　
雅
典

福
原　
浩
昭

山
口　
浩
美

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

大
久
保
竜
一

植
竹　
成
年

石
原　
　
昂

入
沢　
　
豊

前
田　
浩
昭

大
庭　
祥
照

佐
野　
允
彦

神
戸　
鉄
郎

斉
藤
か
お
り

議員別賛否一覧 議案に対する各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×
立
憲
民
主
党
・

れ
い
わ
新
選
組

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会さきがけ市民クラブ

未来
日本共産党
所沢市議団

自由民主党・
維新・参政・
無所属の会

至誠自民クラブ公明党

議案第 ２ 号
議案第 ６ 号
議案第 ７ 号
議案第１１号
議案第１２号
議案第１３号
議案第１４号
議案第１５号
議案第１６号
議案第１８号
議案第２１号
議案第２２号
議案第２７号
議案第２８号
議案第２９号
議案第３０号
議案第３６号
議案第４２号
議案第４３号
請願第 １ 号
請願第 ２ 号

○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

×
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○
○

○
○

○
○
○
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○

○
×
×
×
×
×
×
×

○
×
×
×
×
×
×
×

○
×
×
×
×
×
×
×

○
×
×
×
×
×
×
×

× × × ×

○
×
×
×
×
×
×
×

○
×
×
×
×
×
×
×

○
×
×
×
×
×
×
×

○
○ ○ ○ ○

×
×
×
×
×
×
×

× × × ×
× × × ×
× × × ×

○

×
○

○
○
○
○
○
×
○

○

×
○

○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○

×
○

○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○

×
○

○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○

×
○

○
○
○
○
○
×
○

○
○
○
×
○
○
○
○
○
×
×

○

×
○

○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
×
○
○
○
○
○
×
×

○

×
○

○
○
○
○
×
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

（
議
長
）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

総務経済

健康福祉

建設環境

原案可決総務経済

総務経済
市民文教
総務経済
市民文教
建設環境

原案可決
同意する

原案可決
－

可　　決

結　　果
 議案第２６号 所沢市一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２７号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２８号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
 議案第２９号 所沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３０号 所沢市重度心身障害児等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３１号 所沢市観光情報・物産館条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３２号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３３号 所沢市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３４号 所沢市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３５号 所沢市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
 議案第３６号 所沢市生涯学習推進センター運営協議会条例を廃止する条例制定について
 議案第３７号 消防ポンプ自動車の取得について
 議案第３８号 工期遅延による損害に係る和解について
 議案第３９号 市道路線の認定について
 議案第４０号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第１１号）
 議案第４１号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて
 議案第４２号 令和８年度所沢市一般会計予算
 議案第４３号 令和８年度所沢市病院事業会計予算

番　　号 件　　　　　名 付託委員会

議会運営 不 採 択

議会運営 不 採 択

結　　果
 
請願第１号

 令和７年９月議会における９月１６日付の斉藤かおり議員発言後の議事進行に関する所沢市議会
  の姿勢と対応について市議会としての見解を求めます。 
 
請願第２号

 令和７年９月議会における９月１６日付けの斉藤かおり議員のアフリカ諸国に関する発言に問題
  はなかったのでしょうか。市議会としての見解を求めます。

請願（2件）

ところざわ市議会だより第217号（令和8年2月15日発行）6ページの議員別賛否一覧のうち請願第2号・第3号について神戸
議員は「×（反対）」と記載しましたが、正しくは「欠席」となります。お詫びして訂正します。

お詫びと訂正

○

×
○

○
○
○
○
○
×
○
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令和 8年（2026年）5月15日

市民クラブ
未来

青木　利幸

公明党
大久保竜一

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
石原　昂

公明党
植竹　成年

　
議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
等
も
含
め
て
、

市
に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問

項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

2
月
定
例
会
議
で
の

一
般
質
問

一般家庭や企業、団体、農家などから食品等の提供を受け、食料支援を必要とする方々へ無料で配付する活動。

福
祉
の
観
点
か
ら

　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー　

 

の

運
営
継
続
へ
の
支
援
を

Ｑ
埼
玉
県
は
ミ
ニ
バ
ス
を
行

う
人
口
が
日
本
一
と
さ
れ
、
実
際

に
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
市

を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
さ
い
た

ま
ブ
ロ
ン
コ
ス
の
試
合
は
4
，

0
0
0
人
近
く
が
観
戦
し
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

新
所
沢
駅
東
口
商
店
街
の
方
々
も
、

試
合
の
あ
る
日
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
る
な
ど
し
て
さ
い
た
ま
ブ
ロ

ン
コ
ス
を
応
援
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
さ
い
た
ま
ブ
ロ
ン
コ
ス
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
も
、
ま
た
こ
の

商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
も
、

新
所
沢
駅
東
口
か
ら
市
民
体
育
館

ま
で
の
道
路
を
「
ブ
ロ
ン
コ
ス
通

り
」
と
名
付
け
て
は
ど
う
か
。

A
さ
い
た
ま
ブ
ロ
ン
コ
ス
は
、

来
シ
ー
ズ
ン
新
た
に
設
置
さ
れ

る
B.
L
E
A
G
U
E 

O
N
E
へ

の
参
入
が
決
定
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

「
ブ
ロ
ン
コ
ス
通
り
」
と
い
う
愛

称
を
つ
け
た
場
合
、
チ
ー
ム
と

地
域
と
の
一
体
感
が
さ
ら
に
深

ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方

で
想
定
さ
れ
る
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
機
運
の
高
ま

り
や
チ
ー
ム
の
御
意
向
等
を
注

視
し
て
い
く
。

「
ブ
ロ
ン
コ
ス
通
り
」を
つ
く
り

さ
い
た
ま
ブ
ロ
ン
コ
ス
と
商
店
街
に

さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
を

精
神
疾
患
へ
の
理
解
促
進
の
た
め

　
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を

Ｑ
国
は
、
精
神
疾
患
へ
の
理

解
促
進
を
目
的
と
し
た
こ
こ
ろ

の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を
推

進
し
て
い
る
が
、
現
在
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
は
こ
こ
ろ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
記
載
が

な
い
。
本
市
と
し
て
も
、
ぜ
ひ

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

導
入
や
周
知
を
行
う
考
え
は
あ

る
の
か
。

A
国
で
は
、
身
近
な
人
の
心

の
不
調
に
気
づ
き
、
身
近
な
立

場
で
支
援
を
行
う
人
材
と
し
て
、

こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
計
画
的

に
養
成
し
、
令
和
11
年
度
末
ま

で
に
1
0
0
万
人
と
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

国
の
動
き
を
踏
ま
え
、
本
市
で

も
、
令
和
8
年
度
か
ら
を
計
画

期
間
と
す
る
第
3
次
所
沢
市
保

健
医
療
計
画
で
、
こ
こ
ろ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施
を

掲
げ
、
修
了
者
数
の
目
標
を
設

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
心
の

健
康
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を

促
し
、
必
要
な
方
に
対
し
て
適

切
な
支
援
を
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
計
画
的
に
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

新
所
沢
駅
周
辺
で
の

客
引
き
行
為
へ
の
対
策
を

Ｑ
新
所
沢
パ
ル
コ
が
閉
店
し

て
か
ら
、
新
所
沢
駅
周
辺
が
早

い
時
間
帯
か
ら
暗
く
な
る
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
夜
間
帰
宅
中
の

近
隣
市
民
か
ら
客
引
き
行
為
が

不
快
で
あ
る
、
怖
い
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
は
ま
ち
の
風
紀
の
乱
れ
に

つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
、
早
期

に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
新
所
沢
駅
東

口
エ
リ
ア
と
西
口
エ
リ
ア
を
客

引
き
行
為
等
禁
止
に
関
す
る
条

例
の
禁
止
地
区
に
加
え
て
い
た

だ
く
な
ど
、
対
策
を
強
化
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
新
所
沢
駅
周
辺
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
、
居
酒
屋
等
の

執
拗
な
客
引
き
行
為
は
見
受
け
ら

れ
ず
、
県
の
条
例
で
対
応
で
き
る

も
の
と
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
本

市
の
条
例
に
基
づ
く
禁
止
地
区
に

指
定
す
る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
、

市
民
の
方
か
ら
の
相
談
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引

き
続
き
実
態
を
確
認
し
て
い
く
と

と
も
に
、
所
沢
警
察
署
と
情
報
共

有
し
、
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
等
を
お
願
い
し
て
い
く
。

Ｑ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
活
動

は
、
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る

支
援
の
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に

感
じ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
活
動
は
、
活
動
を
継

続
す
る
上
で
の
費
用
負
担
な
ど

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
今
後
は
福
祉
の
観
点
か
ら
、

活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

に
対
し
て
は
、
相
談
者
一
人
一
人

の
生
活
状
況
を
丁
寧
に
伺
い
、
そ

こ
で
見
え
て
き
た
課
題
の
解
決
に

向
け
て
継
続
的
な
支
援
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
等
の
運
営
団
体

に
限
ら
ず
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
や
市
民
団
体
に
は
、
財
政

面
を
は
じ
め
、
様
々
な
課
題
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
団
体
に
対
し
、
本
市
で
は
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

は
な
く
、
所
沢
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
実
情
を
踏
ま
え
、
丁
寧
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
支
援
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⬆動画はコチラ
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さきがけ
長谷川礼奈

公明党
川辺　浩直

至誠自民
クラブ
秋田　孝

公明党
福原　浩昭

公明党
山口　浩美

立憲リベラルの会
石本　亮三

Ｑ
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま

で
の
街
灯
と
違
い
、
5
G
基
地
局

の
設
置
ス
ペ
ー
ス
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
、
環
境
セ
ン
サ
ー
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
一
基
に
統
合
す
る
こ
と
で
、

イ
ン
フ
ラ
自
体
が
収
益
と
デ
ー
タ
を

生
み
出
す
存
在
へ
と
進
化
す
る
。

場
所
貸
し
の
賃
料
収
入
だ
け
で
、

一
基
当
た
り
年
間
数
十
万
円
の
収

益
が
見
込
め
、
サ
イ
ネ
ー
ジ
広
告

に
よ
る
上
積
み
も
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
広
告
価
値
が
高
く
、
通

信
ニ
ー
ズ
も
集
中
す
る
所
沢
駅
周

辺
や
航
空
記
念
公
園
周
辺
な
ど
を

ス
マ
ー
ト
化
重
点
整
備
地
区
に
指
定

し
、
民
間
資
金
で
設
置
・
運
営
を

行
う
P
F
I
手
法
な
ど
を
活
用
し

て
、
市
側
の
持
ち
出
し
を
抑
え
た

試
験
導
入
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

A
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
は
、
設
置
の

初
期
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
毎
年
の
維
持
管
理
の
費
用

負
担
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
対

効
果
を
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
は
、
導
入
し
て
い
る

他
の
自
治
体
の
動
向
や
、
官
民
連

携
に
よ
る
P
F
I
手
法
、
国
の
補

助
金
の
活
用
な
ど
も
踏
ま
え
て
研

究
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
の導

入
の
検
討
を

Ｑ
葬
儀
の
費
用
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
を
め
ぐ
っ
て
は
、
不
満

に
思
っ
て
も
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
声
に
出
せ
な
い
ま
ま
泣
き

寝
入
り
と
い
う
の
も
あ
る
と
思

う
。
川
越
市
で
は
、
市
民
聖
苑

葬
儀
制
度
と
い
う
名
で
、
市
の

葬
儀
と
し
て
44
万
円
を
上
限
に

決
め
た
具
体
的
な
プ
ラ
ン
で
葬

儀
を
行
っ
て
い
る
。
新
座
市
、

朝
霞
市
、東
村
山
市
な
ど
で
は
、

市
民
葬
制
度
を
つ
く
り
、
主
な

葬
儀
料
金
の
掲
示
と
、
市
指
定

の
葬
儀
社
を
決
め
て
い
る
。
多

死
社
会
に
向
け
て
の
準
備
と
し

て
、
本
市
で
も
市
民
葬
制
度
を

つ
く
る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解

を
伺
う
。

A
市
民
葬
制
度
が
適
切
な
葬

儀
費
用
や
信
頼
で
き
る
事
業
者

に
よ
る
安
心
感
な
ど
を
市
民
の

方
に
提
供
で
き
る
仕
組
み
と
し

て
、
そ
の
必
要
性
を
改
め
て
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
葬
儀
の
形

も
変
化
し
て
い
る
状
況
で
は
あ

る
が
、
市
民
が
安
心
で
き
る
葬

祭
制
度
を
、
他
市
の
取
組
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

市
民
葬
制
度
の
導
入
を

Ｑ
神
奈
川
県
平
塚
市
で
は
、

ご
み
収
集
車
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
搭
載
し
、
車
両
の
位
置
情

報
、
収
集
軌
跡
、
収
集
履
歴
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ

と
で
、
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
車

両
間
の
情
報
共
有
、
応
援
体
制

が
強
化
さ
れ
、
収
集
効
率
の
向

上
や
、
収
集
漏
れ
の
防
止
に
加

え
、
市
民
か
ら
の
不
法
投
棄
の

連
絡
に
つ
い
て
も
、
よ
り
迅
速

な
対
応
が
可
能
に
な
っ
た
。
県

内
で
は
、
春
日
部
市
が
効
率
化

を
図
る
た
め
、
現
在
実
証
実
験

中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

A
全
国
の
自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
応
じ
て
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
ご
み
の
収
集

業
務
は
市
民
の
生
活
に
密
着
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
課

題
を
見
据
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
作
業
の
効
率
化
、
経

費
削
減
な
ど
の
効
果
も
踏
ま
え

つ
つ
、
そ
の
解
決
に
資
す
る
よ
う
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

ご
み
収
集
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
て
は

こ
ど
も
支
援
の
ニ
ー
ズ
に

客
観
的
な
評
価
の
取
り
入
れ
を

民
間
事
業
者
を
利
用
し
た

水
泳
授
業
の
実
施
の
検
討
を

Ｑ
県
内
で
は
、
坂
戸
市
が
令

和
6
年
度
よ
り
小
・
中
学
校

全
て
の
水
泳
授
業
を
民
間
施
設

で
実
施
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
専
門
的
な
指
導
や
経
費

削
減
と
い
っ
た
効
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
他
の
市
で
も
民
間

プ
ー
ル
の
活
用
は
、
少
数
の
学

校
か
ら
試
験
的
な
導
入
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
民
間

利
用
に
つ
い
て
慎
重
な
姿
勢
で

あ
る
の
は
十
分
理
解
し
て
い
る

が
、
現
状
を
鑑
み
る
と
、
段
階

的
に
で
も
民
間
プ
ー
ル
を
利
用

し
て
水
泳
授
業
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

A
水
泳
授
業
は
水
に
慣
れ
親

し
み
、
安
全
に
活
動
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
観
点
か
ら
も
大
変

重
要
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
の
水
泳
授
業
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
は
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

民
間
事
業
者
の
活
用
も
含
め

て
、
本
市
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

形
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
令
和
8
年
2
月
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
で
は
、
富
岡
小
学

校
体
育
館
が
最
も
投
票
率
が
低

か
っ
た
。
市
内
の
東
・
西
・
南

部
に
は
期
日
前
投
票
所
が
設
置

さ
れ
た
が
、
北
部
に
は
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
富
岡
地
区
は
高

齢
化
率
が
高
く
、
と
こ
ろ
バ
ス

の
北
路
線
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

最
も
近
い
期
日
前
投
票
所
で
あ

る
市
役
所
に
直
接
行
く
手
段
が

な
い
。
な
ぜ
、
市
内
の
北
部
に

は
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
な

い
の
か
、
そ
の
理
由
と
今
後
の

方
針
を
伺
う
。

A
令
和
7
年
7
月
の
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
新
た
に

2
か
所
の
期
日
前
投
票
所
を
設

置
し
た
。
選
定
理
由
は
、
既
存

の
期
日
前
投
票
所
で
あ
る
市
役

所
と
所
沢
駅
東
口
が
市
の
中
央

部
に
位
置
し
て
お
り
、
本
市
が

東
西
に
長
い
形
状
で
あ
る
こ
と

を
勘
案
し
、
柳
瀬
と
三
ケ
島
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
た
。
期
日
前
投
票
所
の
今
後

の
方
針
は
、
令
和
9
年
の
地
方

選
挙
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
て

考
え
て
い
く
。

市
内
北
部
に
も

期
日
前
投
票
所
の
設
置
を

Ｑ
現
在
の
市
の
調
査
で
は
、

こ
ど
も
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
十
分

把
握
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
う
し
て
も
生
活
の
困
難
層
や

周
辺
層
の
規
模
、
支
援
を
必
要

と
す
る
母
集
団
の
把
握
に
は
限

界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
川
越
市
の
調
査
で
は
、
低

所
得
や
家
計
の　
迫
、
こ
ど
も

の
体
験
や
所
有
物
の
欠
如
と
い
っ

た
観
点
か
ら
生
活
困
難
度
を
分

類
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
支

援
の
到
達
度
や
成
果
を
客
観
的

に
評
価
す
る
こ
と
で
政
策
立
案

の
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
全
て
の
こ
ど
も
が
尊
重
さ

れ
、
こ
ど
も
一
人
一
人
が
幸
せ

を
感
じ
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め

に
は
、
こ
ど
も
や
そ
の
家
庭
が
必

要
と
し
て
い
る
支
援
を
把
握
し
、

着
実
に
届
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
ど
も
計

画
の
策
定
に
当
た
って
は
こ
ど
も

や
家
庭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
聴
取
を
実

施
し
て
い
る
。
次
期
計
画
を
策

定
す
る
際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

他
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
参
考

に
し
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
指
示
し
て
い
く
。
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令和 8年（2026年）5月15日

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
前田　浩昭

立憲リベラルの会
末吉美帆子

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

市民クラブ
未来

松本　明信

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
入沢　豊

日本共産党
所沢市議団
花岡　健太

所
沢
サ
ン・ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
に

　
W
i
-F
i
環
境
と

通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
導
入
を

Ｑ
通
信
カ
ラ
オ
ケ
は
人
気
が

あ
り
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
所
沢
サ
ン
・
ア

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
利
用
者
の
交

流
促
進
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の

充
実
の
観
点
か
ら
、W
i
―
F
i

環
境
と
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
導
入

を
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
現
在
、
W
i
―
F
i
環
境

の
整
備
に
よ
り
情
報
取
得
や
交

流
手
段
が
多
様
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
シ
ス
テ
ム

も
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
や

利
用
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
、
設
備
導
入
に

は
、
施
設
の
利
用
状
況
や
ニ
ー

ズ
、
導
入
や
維
持
管
理
に
関
す

る
経
費
、
運
用
方
法
等
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
所
沢
サ
ン
・

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
W
i
―
F
i

環
境
や
通
信
カ
ラ
オ
ケ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
、
利
用
者
の
御
意
見

を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
施
設

の
目
的
や
利
用
状
況
を
踏
ま

え
、
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

交
通
弱
者
向
け
の

交
通
安
全
講
習
な
ど
の
充
実
を

Ｑ
本
市
が
行
っ
て
い
る
交
通

安
全
教
室
は
、
児
童
生
徒
な
ど

の
こ
ど
も
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
る
が
、

高
齢
者
が
移
動
に
際
し
て
自
転

車
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
カ
ー
な

ど
も
時
折
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
体
力
が
な

く
自
転
車
や
シ
ニ
ア
カ
ー
を
利

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
齢
者
、

交
通
弱
者
向
け
の
交
通
安
全
の

講
習
、
ル
ー
ル
周
知
な
ど
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

A
交
通
安
全
講
習
は
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
自
治
会
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
な
ど
か
ら
依
頼

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
応
じ

た
内
容
で
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
交
通
安
全
ル
ー
ル
は
、
市
の

広
報
や
毎
月
10
日
の
商
業
施
設

で
の
安
全
啓
発
活
動
な
ど
で
、

広
く
周
知
し
て
い
る
が
、
シ
ニ
ア

カ
ー
を
利
用
す
る
高
齢
者
や
交

通
弱
者
へ
の
啓
発
も
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
周
知
し
て
い
く
。

死
後
事
務
手
続
き
の

所
沢
モ
デ
ル
の
構
築
を

Ｑ
千
葉
県
松
戸
市
の
死
後
事

務
サ
ー
ビ
ス
支
援
制
度
で
は
、

契
約
段
階
で
金
銭
的
に
余
裕
の

な
い
方
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
、

少
額
短
期
の
保
険
を
か
け
る
こ

と
で
、
最
終
的
に
亡
く
な
っ
た

後
の
事
務
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
齢

要
件
は
な
く
、
身
寄
り
の
な
い

方
が
自
分
の
終
活
が
心
配
で
、

死
後
事
務
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

検
討
す
る
際
に
、
死
後
事
務
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
を
選
ぶ
参
考
に

し
て
も
ら
う
こ
と
で
利
用
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
松
戸
市
は
死
後
事
務
手

続
き
を
市
が
責
任
を
持
っ
て
一

つ
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
が
、

本
市
が
で
き
る
独
自
の
や
り
方
、

い
わ
ゆ
る
所
沢
モ
デ
ル
の
構
築

を
進
め
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の

支
援
は
、
本
市
で
も
、
高
齢
社

会
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
国
の

動
向
な
ど
を
注
視
し
て
情
報
収

集
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
増
え
続
け
る
外
国
人
に
関

心
が
高
ま
る
中
、
多
文
化
共
生

社
会
を
目
指
し
、
市
政
の
多
言

語
化
、
外
国
人
の
採
用
な
ど
を

検
討
す
べ
き
か
と
考
え
る
。
多

文
化
共
生
社
会
と
は
、
国
籍
や

文
化
の
異
な
る
人
々
が
共
に
生

き
、
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
本
市
に
住
む

外
国
人
は
今
後
も
増
え
続
け
る

こ
と
か
ら
、
国
際
化
に
対
応
す

る
専
門
の
担
当
部
署
を
設
置
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

A
現
在
本
市
で
は
、
市
役
所

の
ど
の
窓
口
で
も
、
外
国
人
の

方
が
気
兼
ね
な
く
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
翻
訳
機
や

他
の
部
署
の
職
員
の
協
力
も
得

な
が
ら
対
応
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、国
際
交
流
の
業
務
を
行
って

い
る
企
画
総
務
課
が
多
文
化
共

生
の
施
策
全
般
を
担
って
お
り
、

国
や
県
の
国
際
担
当
の
情
報
を

庁
内
関
係
各
課
へ
速
や
か
に
共

有
し
調
整
を
進
め
て
い
る
。
現

時
点
で
は
独
立
し
た
担
当
部
署

の
設
置
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

引
き
続
き
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
を
見
定
め
て
ま
い
り
た
い
。

国
際
化
に
対
応
す
る

専
門
部
署
の
設
置
を

上
下
水
道
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
）
の
推
進
を

Ｑ
近
年
の
上
下
水
道
事
業
は
施

設
の
老
朽
化
や
事
業
の
担
い
手
不

足
な
ど
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

施
設
の
点
検
頻
度
や
点
検
方
法
の

強
化
・
充
実
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
効

率
の
向
上
を
は
じ
め
、
経
営
の
効

率
化
を
推
進
し
、
さ
ら
に
は
大
規

模
災
害
時
に
備
え
た
施
設
の
強
靭

化
な
ど
、
基
盤
強
化
を
進
め
た

持
続
可
能
な
水
道
・
下
水
道
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
将
来
に
わ
た
り
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た

め
に
、
デ
ー
タ
や
情
報
、
知
識
な

ど
の
資
源
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
業
務
や
働
き
方
改
革

を
す
る
取
組
、
上
下
水
道
D
X

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
基

盤
強
化
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
管
路
劣
化
予
測

な
ど
の
上
下
水
道
の
D
X
を
導
入

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

A
A
I
を
活
用
し
た
管
路
劣

化
予
測
は
、
経
営
の
効
率
化
に
資

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市

で
も
、
他
自
治
体
の
先
行
事
例
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
技

術
に
つ
い
て
積
極
的
な
検
討
を
行

って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
生
活
支
援
事
業
へ
の

補
助
金
の
改
正
を

Ｑ
地
域
生
活
支
援
事
業
は
市

町
村
の
責
任
で
行
う
事
業
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
補
助
金
だ
け
で
は
継
続
が
で

き
ず
、
介
護
給
付
や
訓
練
等
給

付
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
問
題
だ
。

神
奈
川
県
横
須
賀
市
は
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
や
最

低
賃
金
の
上
昇
に
併
せ
て
、
要
綱

の
改
正
を
行
い
、
賃
上
げ
に
対
応

し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
最
低
賃

金
、
物
価
高
騰
を
加
味
し
た
改

正
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

A
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
し
て
い
く
上
で
、
日
中
活

動
や
交
流
の
場
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、

適
正
な
人
員
配
置
、
事
業
内
容
の

精
査
や
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、

適
切
な
補
助
金
の
交
付
に
努
め
て

い
る
。
最
低
賃
金
の
上
昇
や
物
価

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
事
業
の
運
営

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
引

き
続
き
事
業
が
安
定
的
に
継
続
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
の
在
り

方
に
つい
て
検
討
し
て
い
く
。
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Ｑ
中
核
市
に
な
る
と
、
よ
り

高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

た
め
、
専
門
性
や
継
続
性
の
観

点
か
ら
、
正
規
職
員
を
中
心
と

し
た
体
制
の
確
保
が
重
要
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
本

市
で
は
多
く
の
会
計
年
度
任
用

職
員
に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

中
核
市
を
目
指
す
自
治
体
と
し

て
、
職
員
が
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
体
制
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
く
の
か
。
現
業
職

退
職
者
不
補
充
を
含
め
、
定
員

管
理
計
画
に
つ
い
て
見
直
し
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
で
は
、
現
業
職
退
職

者
不
補
充
方
針
を
平
成
12
年
度

か
ら
継
続
し
て
お
り
、
令
和
10

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
3
次
所
沢
市
定
員
管
理
計

画
」
で
も
、
こ
の
方
針
を
継
続

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
中
核
市
へ
の
移
行
に
当
た

っ
て
は
新
た
に
担
う
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
職
員
体
制
を
確
保
し
、

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

中
核
市
を
目
指
す
自
治
体
と
し
て

職
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

体
制
を

Ｑ
東
京
都
東
村
山
市
で
は
、

西
武
鉄
道
と
連
携
し
、
駅
係
員

の
仕
事
体
験
や
電
車
の
運
転
体

験
な
ど
、
鉄
道
会
社
な
ら
で
は

の
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型
の

返
礼
品
を
開
始
し
た
。
西
武
鉄

道
の
本
社
は
所
沢
市
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
隣
の
自
治
体
で
こ
う

し
た
取
組
が
始
ま
っ
た
こ
と
は

本
市
と
し
て
も
大
変
示
唆
に
富

む
事
例
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
西
武
グ
ル
ー

プ
と
連
携
し
た
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
組
を
検
討
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
、
見
解
を
伺
う
。

A
西
武
グ
ル
ー
プ
に
御
協
力

を
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
や
狭
山
ス

キ
ー
場
の
チ
ケ
ッ
ト
、
中
国
割
烹

旅
館
掬
水
亭
の
利
用
券
な
ど
の

体
験
型
返
礼
品
の
ほ
か
、
現
在

品
切
れ
中
で
は
あ
る
が
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
チ
ー
ム
ス
ト
ア
・
フ
ラ
ッ
グ
ス

限
定
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
所
沢
抹
茶
フ

ィ
ナ
ン
シ
ェが
あ
る
。
西
武
グ
ル
ー

プ
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
魅
力
あ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
の
で
、
今

後
も
連
携
を
深
め
、
多
く
の
方

に
選
ば
れ
る
返
礼
品
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

西
武
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を

平
和
に
対
す
る
市
長
の
決
意
は

Ｑ
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
、
平
和
主
義
は
憲
法
の

根
幹
に
な
っ
て
お
り
、
戦
争
と
い

う
大
変
な
犠
牲
の
上
に
生
ま
れ

た
憲
法
の
三
原
則
に
な
っ
て
い
る

の
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思

う
。
憲
法
第
9
条
も
戦
争
の
放

棄
、
戦
力
の
不
保
持
を
規
定
し

て
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
の
武
力
行
使
を
禁
止

し
て
い
る
。
今
、
世
界
的
に
も

そ
し
て
日
本
国
内
で
も
大
変
な

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

日
本
国
憲
法
に
基
づ
い
て
い
け
ば
、

戦
争
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
改
め
て
市
長
の
平

和
への
決
意
を
伺
う
。

A
自
衛
隊
派
遣
な
ど
外
交
的

対
応
に
関
し
て
は
、
本
来
国
の

専
管
事
項
と
し
て
、
安
全
保
障

と
し
て
の
大
き
な
枠
組
み
の
中
で

慎
重
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
市
民
の
安
全
な
生
活

が
守
ら
れ
る
よ
う
市
と
し
て
の
責

務
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
特

に
次
世
代
を
担
う
若
い
方
々
に
対

し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
し
っか
り

と
継
承
し
て
い
く
取
組
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

市
内
全
域
で

生
ご
み
資
源
化
の
取
組
を

Ｑ
市
内
で
は
生
ご
み
の
資
源
化

モ
デ
ル
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

年
々
回
収
さ
れ
る
ご
み
量
の
減
少

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
狭
山
市

で
も
同
様
の
事
業
が
行
わ
れ
、
市

内
全
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

専
用
バ
ケ
ツ
の
購
入
に
補
助
金
を

出
し
、
自
己
負
担
は
1
，7
0
0

円
と
し
、
週
一
回
の
回
収
で
年
間

1
0
1
t
の
実
績
が
あ
る
。
生
ご

み
の
資
源
化
を
狭
山
市
の
よ
う
に

市
内
全
域
で
取
り
組
め
ば
、
さ
ら

な
る
資
源
化
が
進
む
と
考
え
る
が
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
狭
山
市
の
生
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
は
、
参
加
世
帯
が
生
ご
み

専
用
バ
ケ
ツ
を
購
入
し
、
週
一
回

の
指
定
回
収
日
に
集
積
所
に
出
す

方
法
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
令
和

7
年
4
月
時
点
で
約
9
2
0
世

帯
が
参
加
さ
れ
回
収
量
は
令
和
6

年
度
実
績
で
1
0
1
t
と
聞
い
て

い
る
。
本
市
事
業
で
も
参
加
者
が

拡
大
す
る
こ
と
に
よ
る
生
ご
み
の

減
量
と
資
源
化
は
期
待
で
き
る
が
、

委
託
業
者
の
処
理
能
力
や
費
用
等

の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
の
効
果
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
し

て
産
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
特
に
妊
娠
期
の
食

は
、
母
体
の
健
康
と
胎
児
の
成
長

に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
金
銭
で

は
な
く
、
栄
養
を
直
接
届
け
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
母
子
の
健

康
を
確
実
に
守
る
方
法
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
支
援
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

こ
で
、
母
子
手
帳
交
付
後
の
妊
婦

に
対
し
、
金
銭
給
付
だ
け
で
は
な

く
、
一
定
割
合
を
市
の
現
物
支
給

な
ど
に
充
て
る
制
度
設
計
を
検
討

す
る
考
え
が
あ
る
か
見
解
を
伺
う
。

A
国
の
事
業
で
は
、
産
前
産
後

期
間
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
に
、
妊
娠
届
出
時
に
5
万
円
、

胎
児
数
に
応
じ
て
5
万
円
を
支
給

し
て
い
る
。
こ
の
給
付
金
は
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
が
目
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
部
ク
ー
ポ
ン
等
に
す
る

こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。
妊
婦
の

栄
養
に
関
す
る
支
援
は
、
給
付
金

と
は
別
に
、
妊
娠
届
出
の
際
に
、

妊
娠
初
期
の
女
性
に
必
要
な
栄
養

素
で
あ
る
葉
酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
配

付
し
、
葉
酸
摂
取
の
必
要
性
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
中
の
食

生
活
に
関
す
る
助
言
を
行
って
い
る
。

妊
婦
に
対
し
て
金
銭
支
給

だ
け
で
は
な
く
現
物
支
給
を

Ｑ
宅
地
擁
壁
の
老
朽
化
対
策

は
、
盛
土
規
制
法
の
施
行
や
豪

雨
・
地
震
災
害
の
増
加
を
背
景

に
、
自
治
体
の
政
策
課
題
と
し

て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
東
京

都
調
布
市
で
は
擁
壁
・
が
け
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
危
険
箇
所
の

可
視
化
を
行
い
、
東
京
都
世
田

谷
区
で
は
宅
地
防
災
の
専
門
家

の
派
遣
や
相
談
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
で

も
擁
壁
の
実
態
調
査
、
危
険
箇

所
の
把
握
、
専
門
家
の
相
談
制

度
、
改
修
費
の
支
援
な
ど
、
宅

地
擁
壁
の
安
全
対
策
を
総
合
的

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

A
宅
地
擁
壁
の
維
持
保
全
は
、

建
築
基
準
法
や
民
法
で
も
所
有

者
な
ど
が
適
正
に
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
が
あ

る
た
め
、
所
有
者
な
ど
に
実
施

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

宅
地
擁
壁
の
維
持
保
全
を
行
う

際
に
必
要
と
な
る
技
術
的
な
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
国
の
予

防
保
全
マ
ニ
ュア
ル
な
ど
の
情
報

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
周

知
を
図
って
い
く
。

宅
地
擁
壁
の
安
全
対
策
を

総
合
的
に
検
討
す
べ
き
で
は
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さきがけ
島田　一隆

至誠自民
クラブ

斎藤　由紀

至誠自民
クラブ

大石　健一

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
佐野　允彦

Ｑ
市
長
が
掲
げ
る
無
料
化
施

策
・
無
償
化
施
策
は
、
一
度
始

め
る
と
な
か
な
か
途
中
で
や
め
ら

れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恒
久
的
な
も

の
が
多
い
。
今
か
ら
着
手
し
な
い

と
い
け
な
い
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
な
ど
も
控
え
て
い
る
の
で
、
そ

こ
ま
で
慌
て
て
や
ら
な
く
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象

が
あ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
事
業
の
実
施
に
当
た
って
は
、

市
長
就
任
以
前
か
ら
計
画
さ
れ

て
い
た
各
種
の
既
存
計
画
、
例
え

ば
、
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
再
整

備
な
ど
に
加
え
、
社
会
情
勢
の

変
化
、
国
の
政
策
な
ど
を
勘
案
し
、

公
約
と
し
て
掲
げ
た
政
策
を
実

施
で
き
る
か
否
か
を
精
査
し
た

上
で
決
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

既
存
の
計
画
で
あ
って
も
、
本
市

と
入
間
市
で
検
討
し
て
い
た
、
ご

み
共
同
処
理
施
設
整
備
は
、
ご

み
の
量
の
推
移
や
減
量
施
策
を

勘
案
し
、
市
と
し
て
実
施
し
な
い

方
向
で
入
間
市
と
調
整
し
、
改

め
て
事
業
を
見
直
し
た
。
事
業

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な

視
点
に
基
づ
き
、
判
断
し
な
が
ら
、

進
め
て
い
く
。

無
料
化
施
策
・
無
償
化
施
策
の

実
施
は
慎
重
に

学
校
教
育
で
手
話
へ
の理

解
促
進
を

Ｑ
手
話
言
語
条
例
を
契
機
と

し
て
、
市
民
の
理
解
促
進
や
学

校
教
育
で
手
話
へ
の
理
解
を
広

げ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
今
後
学

校
教
育
の
中
で
手
話
や
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深

め
る
取
組
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を

伺
う
。

A
聴
覚
障
害
を
含
む
障
害
へ

の
理
解
を
深
め
る
学
校
で
の
取

組
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
小
・
中

学
校
の
全
教
育
活
動
の
中
で
人

権
教
育
の
視
点
で
行
わ
れ
て
お

り
、
特
別
活
動
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
で
も
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
手
話

や
補
助
犬
、
点
字
等
を
調
べ
た

り
、
障
害
の
あ
る
方
と
交
流
し

た
り
す
る
な
ど
、
各
学
校
が
工

夫
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
児
童
生

徒
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
合

い
、
共
に
生
き
る
社
会
の
担
い

手
と
し
て
成
長
で
き
る
教
育
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
本
市
で
は
、
こ
ど
も
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
ど
も

の
居
場
所
で
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ

が
確
実
に
利
用
で
き
、
さ
ら
に
、

「
所
沢
市
で
子
育
て
が
し
た
い
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
思
う
。
所
沢
市
児
童
ク
ラ
ブ

に
し
と
み
遊
学
舎
の
開
設
に
関

す
る
住
民
説
明
会
が
2
回
開
催

さ
れ
た
が
、
住
民
に
は
大
い
に

不
満
が
残
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
西
富
小
学
校
区
は
市
街
化

調
整
区
域
内
で
あ
り
、
民
設
民

営
は
課
題
が
多
い
と
感
じ
た
た

め
、
公
設
民
営
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

A
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
を
検
討
す
る
際
は
、
ま
ず
、

小
学
校
施
設
の
活
用
を
検
討
し
、

次
に
既
存
施
設
の
定
員
増
、
そ

れ
で
も
難
し
い
場
合
は
民
設
民

営
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、

保
留
児
童
対
策
を
進
め
る
に
当

た
り
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

可
能
な
場
合
に
は
公
設
民
営
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
も
検
討
し

て
い
く
。

西
富
小
学
校
区
に
公
設
民
営
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
検
討
を

Ｑ
一
般
の
避
難
所
で
は
、
動
物

が
苦
手
な
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
な

ど
に
配
慮
し
、
人
と
ペッ
ト
の
生
活

空
間
を
分
け
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ

て
い
る
。
東
京
都
墨
田
区
で
は
区

内
に
あ
る
動
物
専
門
学
校
「
日
本

動
物
21
」
と
協
定
を
結
び
、
災
害

時
に
は
ペッ
ト
同
伴
避
難
専
用
の
避

難
所
と
し
て
の
機
能
を
保
持
し
て
い

る
。
ペッ
ト
の
同
行
避
難
や
同
伴
避

難
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A
墨
田
区
の
取
組
は
承
知
を
し

て
い
る
が
、
国
や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
本
市
の
状
況
か
ら
、
ペッ
ト
と

の
同
行
避
難
や
、
在
宅
避
難
を
推

奨
し
、
平
時
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て

も
併
せ
て
周
知
に
努
め
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュア
ル
で
は
、
各
避
難
所
で
の
ペッ
ト

飼
育
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
原
則
室
外
に

確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
室
内

を
利
用
す
る
場
合
に
は
ペッ
ト
の
種

類
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
、
避
難
者
の
ア

レ
ル
ギ
ー
、
学
校
再
開
へ
の
影
響
な

ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
避
難
所
運

営
委
員
会
と
施
設
管
理
者
で
協
議

を
し
、
避
難
者
の
合
意
に
よ
り
決

定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　議案の最終決定となる採決は本会議で行いますが、議案
や請願・陳情についてはその数も多く、内容が様々な分野
に渡り、複雑にもなるため、この審査を行うには、全員で行
うよりもいくつかの部門に分かれて詳しく審査したほうが効
果的です。そこで、部門ごとに委員会を設けています。

　予算常任委員会で一般会計予算、
病院事業会計予算が「否決すべきも
の」とされたのだ。そもそも、委員会
と本会議は何が違うのだ?

「委員会」とは?
A. Q.

　常時設置
・常任委員会
　  総務経済
　  健康福祉
　  市民文教
　  建設環境
　  予　　算
・議会運営委員会
　必要に応じて設置
・特別委員会

委員会室

同行避難はペットと共に避難所へ向かう「避難行動」を指し、避難場所は別々になるのが一般的であるのに対して、同伴避難は
避難所内で飼い主とペットが「同じ居住空間」で過ごすことを指す。

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
や

同
伴
避
難　

 

へ
の
対
策
は
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高齢者の終活支援として身元保証や死後事務、日常生活支援等がありますが、
行政として終活支援担当部署を新設し、しっかりと位置づけをしたことや、終活
支援優良事業者の認証をすること、各区役所に相談窓口を設置したことは大事
なポイントであると認識し、大変参考になりました。

健康福祉常任委員会

委員長のひとこと

視　察 １月２０日　静岡市（静岡県）　　 高齢者の終活支援
《視察概要》

総務経済常任委員会

自動運転バスが道路や人、他の車両など周りの状況をどう判断し自動運転を
行っているのかの説明を受けるとともに、細かく質疑をすることができ参考に
なりました。
また国の「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金　」の活用状況も知る
ことができ、今後の市の地域公共交通にとって大変有意義な視察になりました。

委員長のひとこと

視　察 １月３０日　深谷市（埼玉県）
《視察概要》自動運転バス実証実験

コミュニティバス「くるリン」デマンドバス

地域へ強い愛着を持つ方々が住んでいて、そこからまちづくりのエネルギーが生
み出されていることが実感できました。多くの方々が団地を生活の場所、憩いの
場所、活躍の場所として活用していることを感じ、新所沢、小手指、椿峰等の団
地だけではなく、旧庁舎・文化会館跡地の活用（中心市街地）にも参考になる
視察となりました。

委員長のひとこと

視　察 ２月４日
《視察概要》公民連携、官学連携

リノベーションまちづくり、まちづくり会社

生活の足となる地域内バス・デマンド交通に対し、国が運賃収入の不足分を支援し、公共交通ネットワークの維持を図る補助金

左近山団地
洋光台北団地・中央団地
（神奈川県　横浜市）

建設環境常任委員会
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長谷川　礼奈 青木　利幸 小林　澄子

神戸　鉄郎 花岡　健太 植竹　成年 大石　健一 中　毅志

入沢　豊 末吉  美帆子

先生たちの負担軽減を考えると、顧問の
先生がその場にいなくても指導ができる
部活動指導員が多くなったほうがよいと
思うが、どのような基準で決めるのか。

教職員として、かつて部活動で教えた経験や、外
部指導員の経験があるとか、あとは校長が面談し
て、一定の知識や技能があって「この方なら大丈
夫」と認めた方を基本的には認めている。

3/13　所管事務調査事項　学校教育について 《会議録》

《当日の動画》

不登校の生徒には、先生が連絡を取った
り、家庭訪問をしたりといろいろやってい
ると思うが、支援体制はどうなっている
のか。

　地方自治法改正によ
る通年会期制の説明に
始まり「通年会期制＝
ずっと議会をやってい
るのか?」を解説いた
だきました。

　第２部前半は、通年会期制導入に関する振り返りを行いました。導入以前より市民等から会期日数の増加、それに伴
う業務や支出増など懸念されていましたが、導入前後の会期日数データや取組の感想を踏まえ、現状懸念される事態に
はないことを確認しました。

学校教育課の中にある健やか輝き支援室が、主
に学校のサポートをしている。不登校については、
月に1回、各学校から報告をもらい「これは心配
だな」「サポートが必要だな」ということに関して
直接学校とやり取りをして、助言をしている。

市民文教常任委員会

議会運営委員会
所沢市議会は年中やることになったの?

～通年会期制について～　政策討論会
令和7年5月より通年会期制に移行し、その振り返りを行うため、議会運営委員により政策討論会を開催しました。

第１部

基調講演
通年会期制
について

第２部

議員間
討論

　第２部後半は、廣瀬教授をファシリテーターとして「次年度以降に向け、通年会期制を定着させるために整理・見直し
すべき点は?」というテーマで意見を述べ、活発な討論が行われました。

司　会

法政大学法学部政治学科
教授　廣瀬 克哉　氏

副委員長
大久保　竜一

委 員 長
大舘　隆行

開会のあい
さつ

2/7
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と
こ
ろ
ざ
わ
市
議
会
だ
よ
り

ところざわ市議会だよりは2月、5月、8月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎2928-8695　FAX2924-0630　まで。

発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4‐2
9
9
8‐9
2
5
6
）

〒
3
5
9‐8
5
0
1
　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

所沢市議会

№218

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.42

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会議は6月1日（月曜）から開催予定です。

2
0
2
6
年
5
月
15
日
発
行

新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
一
か
月
、

諸
団
体
の
総
会
も

一
区
切
り
で
す
。

花
粉
症
も
去
り
、
議
員
16
年
目
に
入

る
今
、
健
康
第
一
で
す
。　
（
松
本
） 

桜
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
満
喫
し
た
時
間

が
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
は
、
昆
虫
（
ア

ゲ
ハ
蝶
な
ど
）
が
元
気
な
姿
を
見
せ

る
、
さ
ら
に
楽
し
み
な
季
節
を
迎
え

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
口
）

市
民
の
何
気
な
い
一
言
が
背
中
を
押

し
、
新
た
な
決
意
と
と
も
に
希
望
の

芽
を
育
て
て
い
く
季
節
で
す
。 （

福
原
）

広
聴
広
報
委
員
会

　
◎
石
本　
亮
三　
　
長
谷
川
礼
奈

　
〇
山
口　
浩
美　
　
松
本　
明
信

　
　
斉
藤
か
お
り　
　
谷
口　
雅
典

　
　
神
戸　
鉄
郎　
　
福
原　
浩
昭

　
　
中
井
め
ぐ
み　
　
青
木　
利
幸

　
　
矢
作
い
づ
み　
　
秋
田　
　
孝

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

春

所沢中央高校出身

バスケ部で出会い、お互いマジックをやっていたことから意気投合

高校卒業後にマジックデュオ「マルザ」を結成

独自のスタイルと驚異的な技術で観客を魅了し、SNSの総フォ
ロワー数は40万人、動画再生回数は6億回を突破している。

マルザ

■
マ
ジ
ッ
ク
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
中
学
3
年
生
の
と
き
に
、
簡
単
な
マ

ジ
ッ
ク
の
種
明
か
し
動
画
が
あ
っ
た
の

を
た
ま
た
ま
見
つ
け
て
、
友
達
に
や
っ

て
み
た
ら
す
ご
く
驚
い
て
く
れ
た
の
が

面
白
い
と
思
い
、
そ
の
気
持
ち
が
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
て
今
の
仕
事
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。 

■
続
々
と
創
出
さ
れ
る
マ
ジ
ッ
ク
に
思

う
こ
と
は

　
新
し
い
マ
ジ
ッ
ク
の
技
術
や
仕
掛
け
は

常
に
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
人
々
が
「
面

白
い
」
と
感
じ
、
長
く
愛
さ
れ
る
定
番
の

マ
ジ
ッ
ク
は
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
誰
が
、
ど
う
や
る
か
が
見
せ
所
だ
と

思
い
ま
す
。

■
市
内
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
た
こ
と

が
あ
る
場
所
は

　
小
学
校
で
何
校
か
披
露
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
所
沢
マ
ル
シ
ェ
広
場
や
、
旧
新

所
沢
パ
ル
コ
で
も
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
他
に
も
、
企
業
の
方
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
て
、
市
内
の
飲
食
店
で
開
催
さ

れ
る
忘
年
会
等
で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
4
月
に
は
ミ
ュ
ー
ズ
の
マ
ー
キ
ー
ホ
ー

ル
で
も
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
生

ま
で
は
無
料
で
、
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
に
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
多
く
の

方
々
に
マ
ジ
ッ
ク
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

■
マ
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
す
人
へ
ア
ド
バ

イ
ス
を

　
コ
ロ
ナ
禍
の
と
き
、
マ
ジ
ッ
ク
と
か
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は
食
事
や
衣
服
と
は

違
い
、
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
マ
ジ
ッ
ク
を
や
る
意
味
を
す
ご

く
考
え
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
が
マ
ジ
ッ
ク
を
届
け
る
こ
と

で
、
こ
ど
も
た
ち
が
家
に
帰
っ
て
か
ら
も

マ
ジ
ッ
ク
の
面
白
さ
を
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
に
話
し
た
く
な
る
。
そ
ん
な
風
に
、

マ
ジ
ッ
ク
が
、
家
族
の
会
話
が
弾
む
き
っ

か
け
に
な
れ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
マ
ジ
ッ
ク

を
や
る
の
か
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　
今
年
は
S
N
S
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

1
0
0
万
人
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
マ
ジ
シ
ャ
ン
と

言
え
ば
「
マ
ル
ザ
」
だ
と
思
っ
て
も
ら
い
、

マ
ジ
シ
ャ
ン
と
い
う
職
業
自
体
が
今
よ
り

も
っ
と
憧
れ
の
存
在
に
な
り
、
か
っ
こ
い

い
、
な
り
た
い
と
思
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

マサカズ（左）　　ルキア（右）


